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参考所見（全文）　 

BVQIは当該数値等の検証過程で、リコー

社会環境本部および検証実施サイトに環

境活動についての気付きや意見を報告

してきた。それらの報告を含めて所見は

以下の通りである。 

 

  1. 環境負荷情報 

主なデータは拡大した環境負荷情報シス

テムにより収集、集計され信頼性がより

向上した。 

報告書のデータが多岐にわたるために、

非生産系グループ各社及び海外サイトで

は一部データがエクセルによって集計さ

れ本社へ報告されている。これらシステ

ム及び運用上以下の点に改善が見られ

た。これらのことは継続的改善として評

価したい。 

●海外生産会社（米国ＲＥＩ、英国ＲＰＬ、

　仏国ＲＩＦ）への環境負荷情報システム

　の運用の拡大。2003年度からＲＥＩが、

　2003年度下半期からＲＰＬ、ＲＩＦが運用

　を開始した。 

●各サイト専任者によるデータ収集、集計、

　社会環境本部への報告 

●本社各担当者によるデータ再検証 

その結果、昨年と比較して集計の信頼性

は向上したが、報告書の論旨に影響する

レベルではなかったものの集計計算上の

誤り、端末データ入力時の入力ミスによる

差異があり、修正を要求した。また、有効

数字に関するルールが明確でないために

本社社会環境本部と各工場、事業所の

報告値に僅かな差異が見られた。 

【今後の課題】 

●有効数字の処理方法のルール化 

●手集計、手入力の削減 

 

  2． 温室効果ガス（CO2）排出量 

CO2の排出量の計算方法は明確に規定

されている。サイトから本社への報告は燃

料等の物量で行われ、所定の換算係数

により本社でCO2に換算されている。 

リコーグループは、より信頼性の高

い情報開示を行うため、環境負荷デー

タと環境会計データについて第三

者検証を受審し、環境経営報告書

を通じてステークホルダーの皆様に

提供しています。また環境経営の改

善に役立てるために、2002年度の

検証結果をポジティブ･フィードバッ

クし、環境経営情報システムの適用

範囲の拡大などの改善に取り組み

ました。これにより、今年度の評価は

向上しています。今後も、第三者検

証を有効活用し、継続的な改善を

推進していきます。 
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  3． 環境会計 

サイトの専任者は環境会計ガイドラインを

理解しており、データの収集・処理に対し

て適切であった。本社からの情報が各工場、

事業所にフィードバックされていた。また、

全体の活動が各サイトの比較で理解でき

るような表も作成されていた。 

経済効果の項目の特定やコストの分配に

ついての前提条件（実務的な細部の判

断基準）の多くが個人のノウハウとして管

理されていた。共有化して記録として残

すと更に良いと思われる。 

【今後の課題】 

●前提条件の記録化と共有化 

 

 

 

  4． 2003年度改善事例　 

2003年度の環境負荷削減の目標に対し

て順調に推移しており、この努力を評価

する。 

 

例） 

●製品のLCAによるエネルギー使用量

　およびCO2排出量 

●廃棄物の総発生量、総排出量、再資

　源化率 

●製品使用時におけるオゾン・粉塵・スチ

　レンの排出量 

●グリーン購買品の拡大と購入量の拡大 

●土壌汚染の計画的な改善実施により

　地下水の塩素化合物の減少 

 

  5． 内部検証 

昨年度の指摘事項への対応として本社

でデータ再検証が行われている。数値

の確認後それでもミスが起こることが判

明しており今後の課題として対応が必

要である。 

【今後の課題】 

●原因の特定とシステムのレビュー 
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